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認知症は誰もがなり得る症状で、令和４年度推計※では 65 歳以上高齢者の 3.6 人に
１人が認知症又は認知症予備軍と言われています。今月は、認知症早期発見の重要
性や気付くポイント、悩んだときに気軽に話せる相談先を紹介します。

　

毎
年
9
月
21
日
は
「
世
界
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」。
認
知
症

の
理
解
を
深
め
、
本
人
と
関
係

す
る
人
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
目
指
す
国
際
的
な

日
で
す
。
さ
ら
に
、
9
月
全
体

を「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活

動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
最
近
、
同
じ
こ

と
を
何
度
も
言
う
」、「
家
計

の
や
り
く
り
が
上
手
く
い
か
な

く
な
っ
た
」
な
ど
身
近
な
人
の

「
ち
ょ
っ
と
変
か
も
？
」
と
い
う

変
化
を
感
じ
な
が
ら
も
「
年
齢

の
せ
い
か
な
」、「
ど
う
し
た
ら
い

い
ん
だ
ろ
う
？
」
と
不
安
な
ま

ま
過
ご
す
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

実
は
、
そ
の
違
和
感
こ
そ
認

知
症
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る

大
切
な
サ
イ
ン
で
あ
り
、
ち
ょ
っ

と
し
た
気
付
き
が
こ
れ
か
ら
の

生
活
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
「
も
し
か
し
て
認
知
症
か
も
？
」

と
迷
っ
た
と
き
、
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
、
身
近
な
人
を
守
る
き
っ
か

け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

出来事全体が
抜け落ちる状態

もしかして認知症…？
その気付きが、身近な人を支える一歩に

特  集

9月21日は

「世界アルツハイマーデー」
知って、気付いて、相談する。 認知症を一度考えてみませんか？

特集　もしかして認知症…？その気付きが、身近な人を支える一歩に

「認知症」ってそもそも何だろう？
　
「
認
知
症
」
は
、
脳
の
神
経
細

胞
の
変
化
や
脳
血
管
の
障
害
が
原

因
で
、
脳
機
能
が
低
下
し
、
日
常

及
び
社
会
生
活
に
支
障
を
き
た
す

状
態
で
す
。
例
え
ば
、「
食
事
を

し
た
こ
と
自
体
を
忘
れ
、
食
後
す

ぐ
に
『
ま
だ
食
べ
て
い
な
い
』
と

催
促
す
る
」
な
ど
、
出
来
事
全
体

が
抜
け
落
ち
ま
す
。

　
最
も
多
い
タ
イ
プ
が
「
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」
で
、
脳
の

中
で
記
憶
や
判
断
を
す
る
部
分

に
、
長
い
時
間
を
か
け
て
少
し
ず

つ
変
化
が
起
こ
り
、
認
知
症
が
進

行
し
て
い
き
ま
す
。

アルツハイマー型認知症による
「もの忘れ」の状態

体験全体を忘れる

ヒントがあっても
思い出せない
日常生活に

支障をきたす

加齢による通常の「もの忘れ」の状態

体験の一部分を
忘れる

ヒントがあると
思い出せる

記憶の流れ

記憶の流れ

加齢と認知機能

気付いて欲しいサイン　日常生活で見られるMCIの初期症状

□物の名前が出にくくなった
□約束を忘れてしまうことが増えた
□趣味や外出に消極的になった

□物を探し回ることが増えた
□整理整頓が難しくなり、

部屋が散らかるようになった

家の外で…

□持ち物を何度も確かめる
□運転のミスが多くなった
□慣れた道でも迷うことがある

　
ま
だ
耳
馴
染
み
の
な
い
M
C
I

と
い
う
言
葉
。「
ち
ょ
っ
と
お
か

し
い
？
」、「
以
前
と
は
違
う
」
と

周
囲
が
感
じ
る
症
状
が
あ
る
も
の

の
、
日
常
生
活
に
は
支
障
が
出
て

い
な
い
状
態
で
、
認
知
症
と
診
断

さ
れ
る
一
歩
手
前
の
段
階
で
す
。

　
ま
た
、
症
状
が
軽
い
た
め
、
知

識
が
な
い
と
家
族
や
自
分
自
身
で

さ
え
見
過
ご
し
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
が
、
M
C
I
の
う
ち

に
発
見
し
、
早
期
に
対
策
す
る
こ

と
で
改
善
が
見
ら
れ
た
り
、
発
症

を
遅
ら
せ
た
り
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

見逃さないでMCI（軽度認知障害）
気付きと対策が認知症予防の鍵に！

　
近
年
、
認
知
症
の
進
行
を
遅
ら

せ
た
り
、
症
状
を
和
ら
げ
た
り
す

る
薬
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
完
全
な
治
療
法
は
確

立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
診
断

技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
加
齢
に
よ

る
も
の
忘
れ
に
見
え
る
場
合
で
も
、

M
C
I
や
軽
度
の
認
知
症
の
診
断

が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
早
期
発

見
に
努
め
る
た
め
、
か
か
り
つ
け

医
を
受
診
し
た
り
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
相
談
や
適
切
な
支

援
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
、
認

知
症
予
防
に
非
常
に
重
要
で
す
。

家の中で…普段の生活で…

出来事の一部を
忘れている状態

※厚生労働省「認知症及び軽度認知障害（MCI）の高齢者数と有病率の将来推計」参考
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Interview

Q　参加したきっかけは？
A　平日はデイサービスを利用しています
が、それだけでは物足りない状態で、「もっ
と外で活動したい」という思いから、チラ
シを見て参加しました。

Q　実際に来てみていかがでしたか？
A　さまざまな人と話したり、体を動かし
たりする機会となり、とても良かったです。
　このカフェは、さまざまな立場の人が
交流可能な開かれた場所で、認知症の人
も安心して参加できると感じました。

初めて東温交流カフェきらきらに参加した中池さん親子

誰でも参加できる交流の場「東温交流カフェきらきら」

１_ コーヒーなどを飲みながら会話が弾む /2_ モルックで体を動かす /3_ 認知症
サポーターキャラバンマスコットキャラクター「ロバ隊長」をフェルトで作成
/4_ 愛媛大学医学部看護学科の学生が血管年齢測定のボランティア活動

特集　もしかして認知症…？その気付きが、身近な人を支える一歩に

ご自身や家族のもの忘れ、思い違いが気になるので心配
市内にどのようなサポートがあるか知りたい

・もの忘れの不安を
相談したい

・もの忘れのある
家族を相談したい

・認知機能の状態を
確認したい

・もの忘れの原因を
確認したい

・同じような悩みを持つ人に話を聞きたい
・認知症の悩みを相談したい
・認知症介護の悩みを相談したい
・さまざまな人と交流を楽しみたい

地域包括支援センター
（☎︎ 955-0150)

医療機関
（かかりつけ医） 東温交流カフェきらきら

認知症の人の
家族の集い

「認知症かも？」と気付いたら、まずは専門機関に相談を！

認知症の理解と対応の仕方を学びませんか？

認知症サポーター養成講座
　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を
持

た
ず
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か

い
目
で
見
守
る
「
応
援
者
」
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
市
内
の
学
校
や
事
業
所
、
高

齢
者
サ
ロ
ン
な
ど
、12
か
所
で
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
講
師
を
務
め
る
の
は
、
自
治
体

な
ど
が
行
う
研
修
を
受
講
し
、
認

知
症
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け

た
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
」
の

皆
さ
ん
。
配
偶
者
な
ど
身
近
な

人
が
認
知
症
に
な
っ
た
経
験
を
持

ち
、
実
際
に
対
応
し
て
き
た
人
も

認知症疾患
医療センター

▲市総合保健福祉センターでグループワーク

▲河之内公民館での認知症サポーター養成講座
高齢化の進む中、地域全体で認知症の理解を深めます

い
ま
す
。
実
体
験
を
交
え
た
講
話

を
行
い
、
ま
た
、
当
事
者
が
日
々

抱
え
る
悩
み
の
相
談
に
も
応
じ
て

い
ま
す
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
、「
こ

れ
を
し
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い

う
決
ま
り
ご
と
は
な
く
、「
近
所

で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
見
守

る
」、「
市
内
で
困
っ
て
い
る
人
が

い
た
ら
手
を
差
し
伸
べ
る
」
こ
と

が
立
派
な
活
動
の
一
つ
で
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
思
い
や
り
が
、
市
全

体
を
よ
り
良
く
変
え
て
い
き
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎︎
９
５
５・０
１ 

５
０
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

認知症の人や支える家族がほっと一息つける憩いの場に

▲認知症サポーターキャラバン
マスコットキャラクター ロバ隊長

問地域包括支援センター☎955-0150

東
温
交
流
カ
フ
ェ
き
ら
き
ら
と
は
？

　
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
場
と
し
て
、
毎
月
第
３
㊏
（
9
、

11
月
は
第
４
㊏
）
に
市
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
認

知
症
を
学
ぶ
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
が
温
か
く
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

　

ま
た
、「
認
知
症
の
人
の
家
族

の
集
い
」
も
同
日
開
催
し
て
お
り
、

家
族
に
と
っ
て
も
、
日
頃
の
介
護

か
ら
少
し
離
れ
、
悩
み
を
気
軽
に

相
談
で
き
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ

ン
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ロ
バ
隊
長
」を
手
芸
で
作
っ
た
り
、

モ
ル
ッ
ク
な
ど
体
を
動
か
す
遊
び

で
盛
り
上
が
っ
た
り
と
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
愛
媛
大
学
医
学
部
看
護

学
科
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

定
期
的
に
骨
密
度
や
血
管
年
齢
を

測
定
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、

「
自
分
の
体
の
健
康
状
態
を
確
認

で
き
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

次
回
の
開
催
は
い
つ
？

　
９
月
27
日
㊏
9
時
30
分
〜
、
市

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
認
知
症
や
健
康
づ
く

り
に
関
心
の
あ
る
人
は
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
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